
1

NO.124
2019年 1月発行
ISSN 0912-6376

　平成３１年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　我が国経済は、雇用・所得環境の改善が続いており、景気の長期的な回復が継続しており
ます。また、景気回復は地域経済にも波及しており、中部地域でも安定して経済状況は改善
しているところです。日本経済の好循環を確固たるものとするためには、AI、ビッグデータ、
IoT 等を活用し、新たな付加価値や製品・サービスを創出することで国際競争を勝ち抜いてい
くとともに、人材育成や自動化による労働生産性の向上を進め、経済成長と社会課題の解決
を両立していく必要があります。
　経済産業省では、AI の実装と研究開発等を通じ Connected　Industries を推進するとと
もに、第四次産業革命に対応した新たな経済社会システムの構築や、新技術の開発及び IoT・
IT ツールの利活用の促進による労働生産性の向上など、地域・中小企業の新たな発展モデル
の構築を重点的に支援してまいります。
　中部地域は、大学等の研究機関を中心に、新材料の開発において AI 技術の活用が進むな
ど新たな動きが出ております。産学官が連携して行う新たな材料の開発や、製造業の基盤を
支える情報処理、鋳造、切削加工等の新たな製品・部材開発や加工に係る技術開発について、
地域未来投資促進法の関連施策や補助事業等を活用し、その取り組みを後押ししてまいりま
す。
　貴センターは、世界最高水準の電子顕微鏡観察技術、計算科学、プロセス技術、評価解
析技術を持ち、1985 年の設置以降、ファインセラミックスを中心に金属、高分子、複合材
料など新しい材料分野について幅広く研究開発を進め、世界初の成果を次 と々生み出すなど、
我が国の産業振興に大きく貢献しております。
　とりわけ、国からの委託研究である、革新的構造材料等についての標準化推進や、マテリ
アル・インフォマティクスを応用したシステム開発は、産業界の要請に対応した多くの成果を
生み出しており、貴センターの持つ技術は、素材によるイノベーション、すなわちマテリアル・
イノベーションを実現する上で欠くことのできないものと大きく期待しているところでございま
す。
　このような最先端技術の開発に加え、地域企業からの受託研究・試験評価や技術相談や、
国や各研究機関からの補助事業にも管理主体や評価技術研究として積極的に取り組まれて
おり、地域の中堅・中小企業を支援する研究機関として認識されているところです。今後も、
中部地域に根差した、世界レベルの研究機関としての役割を発揮されることを期待していま
す。
　今年は亥年です。貴センターはじめ、地域の皆様がこれからの事業の新たな展開に向け、
勇猛果敢に突き進まれていくことを期待いたします。本年が皆様の飛躍の年となりますよう祈
念いたしますとともに、経済産業行政へのご支援とご協力をお願いいたしまして、新年のご挨
拶といたします。

材料分野からの 
イノベーション創出を期待

経済産業省　中部経済産業局　局長
髙𣘺　淳
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事業報告

ファインセラミックスシンポジウム 2018 開催

基調講演　「自動車産業における電動化の現状と将来動向」
名古屋大学　客員教授 / エスペック株式会社　上席顧問　　　佐藤 登 氏

講演１　　「自動車の電動化を支える磁石開発　－ Nd（ネオジム）使用量を削減可能な省 Nd 耐熱磁石－」
トヨタ自動車株式会社　　無機材料技術部エネルギー変換材料室　室長　　　歳田 寿充 氏

先端材料技術部　第 5 特命グループ　主幹　　　岸本 秀史 氏

講演２　　「次世代パワー半導体　SiC・GaN・GaO パワー半導体の現状と展望」
名古屋大学　未来材料・システム研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

デンソーパワーエレクトロニクス産学連携講座　特任教授　恩田 正一 氏

講演３　　「次世代蓄電池としての全固体リチウム電池」
大阪府立大学 大学院工学研究科 物質・化学系専攻 応用化学分野　教授　　　辰巳砂 昌弘 氏

講演４　　「自動車用積層セラミックコンデンサの多様化とその材料技術展望」
株式会社村田製作所　執行役員 コンデンサ事業部　　　大森 長門 氏

講演５　　「次世代蓄電池開発を推進する高度解析技術　～電子顕微鏡と計算材料科学の協働～」
一般財団法人ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所　主任研究員　　　桑原 彰秀

ナノ構造研究所　材料計算セミナーの開催

　10 月 23 日（火）、24 日（水）に第 25 回材料計算セミナーとして、世界中で広く使われている三次元可視化システム
VESTA の開発者である門馬綱一博士と、粉末構造解析・三次元可視化システム RIETAN-FP・VENUS の開発者である泉富
士夫博士を講師として、VESTA を利用した
三次元可視化と粉末構造解析に関する講
義と実習を行いました。非常に好評で 80
名の参加者があり、ほとんどの方が講義と
実習の両方に参加をいただきました。
　このセミナーは 5 月に開催した泉富士夫
氏によるセミナーが定員をオーバーする申
込みとなったため、8 月 7 日（火）8 日（水）
に第 24 回として開催した同一内容のセミ
ナーに続いて開催されたものです。

　10 月 11 日 ( 木 ) 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、ファインセラミックスシンポジウム 2018 を開
催しました。
　本年度は、『自動車産業の電動化を支える材料開発』と題して、第一線でご活躍の方々に自動車産業の大きな潮流の
一つである電動化の動向と主要な要素技
術である次世代モーター、次世代パワー半
導体、次世代電池、車載用コンデンサに
ついて、材料開発における課題や将来展
望をわかりやすくご講演いただきました。
　企業・研究機関等から180 名が参加さ
れ、活発な討議が行われ、意義あるシン
ポジウムとなりました。

第 24 回材料計算セミナー 第 25 回材料計算セミナー
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事業報告

　11 月 16 日（金）、第 7 回目の「研究技術委員会」を開催しました。委員長の東京工科大学 香川豊教授をはじめ、13
名の委員の方々に出席いただきました。
　梅村事務局長よりＪＦＣＣのビジョン活動について（2019 年度重点研究領域のご紹介）ご報告した後、以下の 3 件の研
究について報告しました。今回もそれぞれの研究に対して、企業の方々からは物づくりの視点、研究機関の方々からは学
術面の視点でご評価をいただくとともに、今後の研究の進め方についてご指導、ご助言をいただきました。

１）次世代航空機エンジン用耐環境膜の設計と創製                                      （材料技術研究所　横井 太史 上級研究員補）
２）次世代パワーデバイス用半導体材料の欠陥評価                                              （材料技術研究所　姚 永昭 上級研究員）
３）超高分解能原子像からのピコメートルスケールでの構造変化可視化技術による材料解析

（ナノ構造研究所　小林 俊介 上級研究員補）

第７回 研究技術委員会の開催

　12 月 12 日（水）に、評議員を対象に第 7 回目の研究
技術等報告会を開催しました。庄山悦彦 会長をはじめ評
議員の方々 12 名に出席をいただきました。
　今回は、今年の研究トピックス 2 件とともに、JFCC の
ビジョン活動について（2019 年度重点研究領域のご紹介）
ご報告し、忌憚のないご意見をいただきました。

１）太陽光から高温熱源を創る薄膜材料の開発
                            （材料技術研究所　奥原 芳樹 主任研究員）
２）電圧印加時の GaAs p-n 接合の電位・電場・電荷密度
　　その場計測         （ナノ構造研究所　穴田 智史 研究員）

第７回　研究技術等報告会の開催

国際会議 LCS2018 ラボツアーで JFCC を訪問

　11 月 28 日 （水） 14th  Laser  Ceramics 
Symposium 2018（LCS2018、11/26-30、愛知
県岡崎市分子科学研究所にて開催）に参加さ
れたレーザーセラミックス研究者が JFCCを訪問
し、主要な研究施設を見学されました。アメリカ、
中国をはじめ 10 ヶ国、47 名の世界トップレベ
ルの研究者に、JFCC と日本のファインセラミッ
クス技術について PR し、交流を深めました。
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事業報告

　11 月 21 日（水）、JFCC において、3 試験・研究機関（JFCC、名古屋市工業研究所、あいち産業科学技術総合センター）
合同の発表会を開催しました。
今回の合同発表会では「機能性（材料）評価技術の新しい試み」をテーマに、基調講演および、3 機関から 6 件の発表
を行いました。

　基調講演「セラミックスの電気化学特性の評価（SOFC 研究）」
　　　　国立研究開発法人　産業技術総合研究所　無機機能材料研究部門　　　　　　    副部門長　　藤代 芳伸 氏
　JFCC の発表２件
　　１）   燃料電池・固体電解質の電気化学評価技術　　　　　　　　　　　　　 材料技術研究所　　鈴木 雅也 技師
　　２）   EBSD 法を用いた応用解析技術　　　　　　　　　　　　　　　　ナノ構造研究所　　横江 大作 上級技師補

　約 60 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。また、参加者の皆様には発表会の後、JFCC の施設を見学して
いただきました。

３試験・研究機関合同発表会の開催

【第 3 回 高機能セラミックス展】に協賛・出展

　12 月 5 日（水）～ 12 月 7 日（金）の 3 日間、幕張メッセで開催された素材から新製品までの幅広いニーズ／シーズが
集結する高機能セラミックス展に協賛・出展しました。JFCC は最新機器を用いた試験評価技術、企業様にご活用いただ
ける研究成果などを紹介しました。また、
最終日の 7 日（金）には「CMC に適用す
る耐環境性コーティング」と題した講演を
行い、多くの方に聴講していただきました。

　10 月 1 日（月）に、JFCC、東京工業大学、名古屋工業大学、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所の 5 セラミッ
クス研究機関合同講演会が産業技術総合研究所・中部センターに於いて開催されました。今回の合同講演会では「新機
能発現を目指したニューセラミックス関連技術」をテーマに 9 件の講演が行われ、JFCC からは以下の 2 件の講演を行い
ました。

１）セラミックスのレーザープロセッシング                                                           （材料技術研究所　木村 禎一 主任研究員）
２）貴金属触媒による多層カーボンナノチューブの侵食過程その場観察                 （ナノ構造研究所　吉田 要 上級研究員）

　約 70 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。来年は東京工業大学に於いて開催予定です。

第 18 回  5 セラミックス研究機関合同講演会の開催
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高分解能 X 線検査装置
（ナノフォーカス X 線管球の導入）

ナノフォーカス X線管球の仕様（浜松ホトニクス社製）
X 線焦点寸法　　高精細：0.25 μ m ～
　　　　　　　　標準　：0.8 μ m ～
最大管電圧　　　高精細：100kV(max.)
　　　　　　　　標準　：160kV(max.)

最新設備紹介

　X 線を用いた非破壊検査は、X 線管球から放出された X 線が試験体を透過する際に欠陥部分の X 線量が健全部（周囲）
に比べて増減することを利用して X 線検出器により画像化して検査する技術であり、透過検査（レントゲン）や X 線 CT
等がございます。
　この X 線管球の X 線が放出されるスポット（焦点）が小さく絞られたタイプがマイクロフォーカス型管球と呼ばれ、拡
大撮影が可能となります。セラミックス中の微小な欠陥を検出するためには、マイクロフォーカス X 線管球を用いて拡大
撮影する方法が一般的です。この方法は X 線焦点が小さく絞られているため、幾何学的な拡大撮影の場合でも投影像に
生じる半影（ボケ）が非常に小さく、透過画像が鮮明になります。
　今回、更に小さく、0.25 μ m（ナノフォーカスレベル）まで絞られた X 線管球を導入しました。X 線 CT 技術や JFCC の
オリジナル技術である差分画像処理技術を用いることにより従来よりも詳細な欠陥情報を得ることが可能となります。
　依頼試験にてご利用頂き、皆様の研究開発、品質管理等にお役立てください

JFCC では、原料合成から焼結や成膜・コーティングを実施できる材料試作装置、また、各種材料を加工・評価する高性
能な研究設備を保有し、基礎から応用まで一貫した体制で研究開発を行っています。これらの試験研究設備を広くご利用
いただくため、皆様に紹介いたします。

装置の外観 X 線ラインチャートの画像
（浜松ホトニクス社情報誌より転載）
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最新設備紹介

超高分解能電界放出型分析走査電子顕微鏡
（日本電子　JSM-7800F PRIME）

特長
　本装置は、セラミックス材料を初めとして広く様々な材料の高分解能形態観察や組成分析、結晶方位解析を目的とする
走査電子顕微鏡です。また、絶縁体観察時の帯電現象抑制に効果のある低真空観察も可能となっております。高加速電
圧から低加速電圧までの幅広い加速電圧での観察、粉末からバルク体にいたる種々の形状試料の観察が可能です。

主な仕様
走査電子顕微鏡本体
・二次電子像分解能　：1.0 nm（加速電圧 15 kV）0.7 nm（試料バイアス電圧印加）
　　　　　　　　　　   1.5 nm（加速電圧  1 kV）0.7 nm（試料バイアス電圧印加）
・加速電圧　　　　　：0.5 ～ 30kV（0.01 ～ 0.1kV ステップ）
　　　　　　　　　　   試料バイアス電圧印加により 10 V 近傍より観察可能
・低真空システム　　：10 ～ 300 Pa（5 ～ 10 Pa ステップ）
・反射電子検出器　　：有り
・プローブ電流検出器：有り

エネルギー分散型 X 線分析装置（日本電子　JED-2300 SDD 形 EDS 検出器）
・有効検出面積　　　60 mm2

・エネルギー分解能　133eV
・分析元素　　　　　B 以上

結晶方位解析装置（TSL ソリューションズ　Digiview V EBSD System）
・測定制御ソフト	 OIM Data Collection Ver7.3
・結晶方位解析ソフト	 OIM Analysis Ver7.3
・精密歪み解析ソフト	 Cross Court 4　(wilkinson 法 )

問合わせ先　　研究企画部　TEL:052-871-3500　FAX:052-871-3599　E-mail: techsup@jfcc.or.jp

JSM-7800F PRIME の外観写真 Al2O3 硬さ試験領域結晶方位解析例

低加速電圧（50 V）インク表面観察例
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エアポケット

　JFCC と科学技術交流協定を結んでいる清華大学・
State Key Laboratory of New Ceramics and Fine 
Processing（ 北京） が主催する 2018 Joint Workshop 
on Advanced Ceramic Materials （2018年11月2日開催）
に招待され、髙田雅介所長、山本昌弘担当部長、川原浩
一主任研究員、小川の４名が参加しました。2011 年より
始まった JFCC と State Key Lab. の２機関の交流会として
は今回で 10 回目となり、今年は前年 11 月の Workshop
に引き続き清華大学での開催となりました。

　本 Workshop には、JFCC の他にもダルムシュタット工
科大学（ドイツ）、サラゴサ大学（スペイン）、ニューサウ
スウェールズ大学（オーストラリア）、アルゴンヌ国立研究
所（アメリカ）、厦門大学（中国）からも招待講演者が参
加し、計 12 件の講演が行われました。講演内容は大ま
かには、合成を主とした講演が 6 件、分析を主とした講
演が 4 件、シミュレーションを主とした講演が 2 件となっ
ており、様々なナノ複合体（nanocomposite）の合成・評
価に関する講演や中性子・X 線を利用した分光測定を 3D
などへ展開した講演が比較的多くありました。いずれの
発表も、Nature 関連誌などの高いインパクトファクター
の学術雑誌に載るようなレベルの研究内容であり、独自
性を表出するアプローチとしても大変参考になりました。
また、本 Workshop では、幅広いテーマの講演プログラ
ムを編成することで、異なる専門分野の研究者間の交流
を促すとともに、State Key Lab. の学生聴講者の教育の
場としても活用しているように思われました。
　JFCC から川原主任研究員と小川が講演を行いました。
川原主任研究員からは固体酸化物形燃料電池の燃料極
／電解質界面の制御に関する発表がなされました。また、
私は、第一原理計算を用いた、セラミックス・半導体中
の格子欠陥の挙動に関するナノ構造解析に関して発表を
行いました。具体的には、熱電材料におけるドーパント

活性挙動の理論解析と酸素遮へいアルミナ膜における粒
界物質移動機構に関する高温酸素透過実験・電子顕微
鏡観察と連携した解析について説明しました。熱電材料
の解析については、State Key Lab. の Jing-Feng Li 教授
に興味を持っていただけ、今後の新たな研究につながる
情報交換を行うことができました。

帰国の際、北京首都国際空港にて出国審査に大変時間が
かかったため、飛行機に乗り遅れそうになり、多少慌た
だしい帰国の途となりましたが、本出張により、清華大
学との関係性を継続・発展し、人的交流を深めることの
重要性を認識できたとともに、具体的な共同研究を視野
に入れた意見交換を更に進めることが必要であると感じ
ました。本出張に関しまして、山本昌弘担当部長をはじめ、
事前準備等でご尽力いただきました皆様に、深く感謝申
し上げます。

2018 Joint Workshop on Advanced Ceramic Materials 参加報告
ナノ構造研究所　計算材料グループ　小川貴史

清華大学材料学院（会場）の前にて

小川上級研究員補

川原主任研究員
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R&D からナノテク製品までの幅広く多様な業種のニーズ／シーズが集結する nano tech 2019 に出展し、最新機器を用い
た試験評価技術や企業様にご活用いただける研究成果などの展示を行います。また、1 月 30 日（水）には「最先端電子
顕微鏡技術を用いた機能性デバイスのオペランド観察（仮）」と題した講演を行いますので、是非お越し下さい。

【国際ナノテクノロジー総合展・技術会議 nano tech 2019】に出展します

事業案内

の動きJFCC

2018 年 9 月 30 日付
　退職（定年）
　　研究企画部長　兼　材料技術研究所　主幹研究員　安富　義幸

2018 年 10 月 1 日付
　嘱託採用
　　参与　兼　材料技術研究所　特任主幹研究員　安富　義幸

　出向受入
　　ナノ構造研究所　計算材料グループ
　　　　　　　研究員補　松本　潮（古河電気工業株式会社）

人の動き

ナノ構造研究所　計算材料グループ　　松本　潮
　2018 年 10 月 1 日付けで古河電気工業 ( 株 ) から出向し、ナノ構造研究所　計算材料グルー
プに配属となりました、松本潮と申します。
　出向元では、有限要素法を用いた電力ケーブルの伝熱計算と計測データの信号解析、および
制御アルゴリズムの開発に従事しておりました。また、密度汎関数法による半導体の電子状態
計算も担当しておりました。
　こちらでは現在、複合酸化物の安定相の予測を目指して、密度汎関数法と人工ニューラルネッ
トワークを組み合わせた予測手法の導入に挑戦しております。このような複合手法の導入は私
にとって初めてで何をするにも戸惑う毎日ですが、所属グループの皆様からのフォローを頂き
ながら楽しく取り組んでおります。
　JFCC には知識と技術に優れた専門性の高い研究者が多数在籍されており、先進技術に取り組
む風土があります。そのような環境の中で、入社 3 年目という社会人としても研究者としても
駆け出し状態を過ごせることは、非常に有意義かつ貴重な経験であると感じています。皆様に
はご迷惑をお掛けすることも多いかと存じますが、ご指導・ご鞭撻のほど、宜しくお願い致し
ます。

職員紹介

○一般社団法人 燃料電池開発情報センター
　特別ポスター賞
　受賞日　　2018 年 9 月 5 日
　受賞者　　クレイグ・フィッシャー
　　　　　　田口　綾子
　　　　　　小川　貴史
　　　　　　桑原　彰秀
　受賞題目　第一原理計算によるペロブスカイト型 LaScO3 の
　　　　　　相安定性と相転移機構

○公益財団法人　天田財団
　奨励研究助成（若手研究者）
　受賞日　　2018 年 12 月 1 日
　受賞者　　末廣　智
　受賞題目　レーザーを用いた SiC 反応焼結機構の解明と新規
　　　　　　コーティング技術への応用

表　彰
○公益社団法人 応用物理学会
　応用物理学会　第 12 回　Poster Award
　受賞日　　2018 年 10 月 1 日
　受賞者　　姚　永昭
　　　　　　菅原　義弘
　　　　　　石川　由加里
　　　　　　岡田　成仁（山口大学）
　　　　　　井本　良（山口大学）
　　　　　　只友　一行（山口大学）
　　　　　　高橋　由美子（日本大学）
　　　　　　平野　馨一（高エネルギー加速器研究機構）
　受賞題目　Characterization of dislocations in PVT-grown 
　　　　　　AlN single crystal by synchrotron X-ray topography

 ● 開催日時：2019 年 1 月 30 日 ( 水 ) ～2 月 1 日 ( 金 )　10：00 ～ 17：00
 ● 開催会場：東京ビッグサイト　東 4 ～ 6 ホール
 ● 出展位置：東 6 ホール　6S －10
 ● 講演日時：1 月 30 日（水）16:00 ～ 16:45 シーズ＆ニーズセミナー B 会場（東 6 ホール）


